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大
阪
市
南
部
地
区

寝屋川市が物価高騰支援寝屋川市が物価高騰支援

現
実
に
目
を
向
け
て

精
神
疾
患
へ
の
対
応
学
ぶ

中
村
新
太
郎
（
富
田
林
市
）

３
地
区
合
同
で
開
催

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

協
会
電
話
対
応
時
間
の
ご
案
内

　

協
会
の
電
話
に
よ
る
対
応
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
所
定
の
時
間
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
、
日
、
祝
日
、
弊
会
休
業
日
を
除
く

日
時　

12
月
24
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
、『
医
院
経
営
と

雇
用
管
理
』
監
修
）　
　

定
員　

80
人

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
『
医
院
経
営
と
雇
用
管
理
２
０
２
２
年
改
訂
版
』（
12
／

15
付
に
同
封
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

『
医
院
経
営
と
雇
用
管
理
２
０
２
２
年
改
訂
版
』
刊

行
記
念
学
習
会

雇
用
管
理
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

12
月
15
日
（
木
）
19
時
〜
21
時
30
分

会
場　

泉
佐
野
エ
ア
ポ
ー
ト
プ
リ
ン
ス

　
　
　

（
南
海
本
線
「
泉
佐
野
」
駅
徒
歩
５
分
）

講
師　

外
賀
泰
氏
（
泉
佐
野
市
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

40
人

歯
内
療
法
の
新
し
い
選
択
肢

泉
州
地
区
講
習
会

無料相談

雇
用　

12
月
15
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

12
月
21
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

法
律　

２
月
６
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

【会員限定】施設基準研修会
歯初診の施設基準に
係る研修会　　　　

か強診・歯援診・外来
環・歯初診の施設基準
に係る研修会　　　　

▷12月17日（土）

　18：00～18：30

▷１月28日（土）

　18：00～18：30

▷２月18日（土）

　18：00～18：30

▷３月25日（土）

　18：30～19：00

会場　Ｍ＆Ｄホール
講師　社保研究部講師団
会費　１千円
定員　各80人
持 ち物　『絵で見る色でわ
かる歯科の院内感染防止

対策』

▷１月15日（日）

　10：00～16：30

会場　Ｍ＆Ｄホール
講 師　大西祐一氏（大阪歯
科大学口腔外科学第二講

座准教授）、高橋一也氏

（大阪歯科大学高齢者歯

科学講座教授）

会費　５千円
定員　130人

※ 両研修会とも遅刻・早退

時は修了証を発行できま

せん

　

患
者
や
そ
の
遺
族
か
ら
の

レ
セ
プ
ト
開
示
請
求
に
つ
い

て
は
、
厚
労
省
通
知
「
診
療

報
酬
明
細
書
等
の
被
保
険
者

等
へ
の
開
示
に
つ
い
て
」

（
２
０
０
５
年
３
月
31
日
保

発
０
３
３
１
０
０
９
号
）
で

取
り
扱
い
が
示
さ
れ
て
い

る
。

　

レ
セ
プ
ト
開
示
は
、
原
則

と
し
て
患
者
が
加
入
す
る
健

康
保
健
組
合
な
ど
（
保
険

者
）
に
請
求
さ
れ
る
の
で
、

医
療
機
関
に
直
接
請
求
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。

　

従
来
か
ら
、
開
示
す
る
場

合
は
医
療
機
関
に
対
し
、
患

者
が
傷
病
名
を
知
っ
た
と
し

て
も
、
診
療
上
の
支
障
が
生

じ
な
い
こ
と
を
事
前
確
認
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
通
知
上
、
レ
セ

プ
ト
記
載
欄
の
う
ち
、「
傷

病
名
」
欄
な
ど
一
部
を
黒
塗

り
に
し
て
開
示
す
る
こ
と
に

患
者
が
同
意
し
た
場
合
は
、

保
険
医
療
機
関
へ
の
事
前
確

認
を
経
な
く
て
も
よ
い
取
り

扱
い
が
明
記
さ
れ
て
い
る

（
下
表
参
照
）。

そ
の
場

合
、
事
後
に
開
示
し
た
旨
が

医
療
機
関
に
通
知
さ
れ
る
。

　

日
常
の
生
活
費
が
目
に
見

え
て
上
が
っ
て
き
て
い
る
こ

と
を
日
々
実
感
し
て
い
る
。

マ
ス
コ
ミ
や
テ
レ
ビ
は
、
円

２
０
２
４
年
に
介
護
保
険
の

負
担
割
合
を
２
割
に
す
る
と

い
う
案
も
出
て
き
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
の
母
は
老

健
施
設
の
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
。
去
年
の
改
定
か
ら
食

費
の
負
担
割
合
が
上
が
っ

た
。
衣
服
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

代
も
か
さ
み
、
月
の
負
担
が

３
万
円
増
え
た
。
支
払
え
る

知
ら
せ
、
改
善
し
て
い
く
の

か
。
入
所
し
て
い
る
人
は
日

々
の
生
活
に
介
護
や
介
助
が

必
要
だ
。

　

介
護
保
険
の
負
担
額
や
施

設
利
用
の
数
々
の
値
上
げ
が

施
設
で
の
生
活
を
脅
か
し
て

い
る
。
今
、
そ
こ
に
あ
る
現

実
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
、

い
ず
れ
自
分
自
身
も
そ
の
現

　

大
阪
市
北
部
、
同
東
部
、

北
河
内
地
区
は
３
地
区
合
同

で
講
習
会
「
こ
ん
な
時
ど
う

す
る
？
認
知
症
・
精
神
疾
患

を
持
つ
患
者
さ
ん
へ
の
対

応
」
を
11
月
19
日
に
Ｍ
＆

Ｄ

ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
講
師
は

医
科
協
会
理
事
で
精
神
科
専

門
医
の
清
水
聖
保
氏
（
写

真
）
が
務
め
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

を
含
め
51
人
が
受
講
し
た
。

　

清
水
氏
は
認
知
症
・
精
神

疾
患
患
者
が
増
加
傾
向
に
あ

る
デ
ー
タ
を
示
し
、「
コ
ロ

ナ
禍
を
機
に
う
つ
病
患
者
が

増
え
、
発
達
障
害
の
人
は
状

況
の
変
化
に
つ
い
て
い
け

ず
、
混
乱
の
中
で
生
活
を
し

て
い
る
」
と
説
明
。
医
療
機

関
の
対
応
の
重
要
性
を
指
摘

し
た
。

　

大
阪
市
南
部
地
区
は
11
月

23
日
、「
下
顎
位
を
考
慮
し

た
こ
ど
も
の

み
合
わ
せ
治

療
」
と
題
し
、
摂
津
市
で
開

業
す
る
井
上
亮
氏
（
写
真
）

を
講
師
に
招
き
講
習
会
を
開

催
し
た
。
会
場
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
合

わ
せ
て
63
人
が
参
加
し
た
。

　

講
演
で
は
、
下
顎
位
を
考

慮
に
入
れ
た
子
ど
も
の

合

育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
む

井
上
先
生
の
症
例
を
交
え
、

子
ど
も
の
成
長
段
階
に
応
じ

た
診
査
、
治
療
法
に
つ
い
て

解
説
。
Ｍ
Ｆ
Ｔ
も
紹
介
し
、

咀
嚼
、
呼
吸
、
発
育
、
睡

眠
、
栄
養
、
生
活
習
慣
、
姿

勢
な
ど
と
の
関
係
を
述
べ
、

下
顎
位
の
診
査
の
重
要
性
を

強
調
し
た
。

　

井
上
氏
は
「
子
ど
も
ほ
ど

生
活
習
慣
が
下
顎
位
に
影
響

を
及
ぼ
し
、
前
傾
姿
勢
に
な

る
な
ど
異
常
が
出
て
く
る
た

め
、
妊
婦
歯
科
健
診
な
ど
で

早
め
に
親
に
接
触
す
る
必
要

が
あ
る
。
た
だ
原
因
は
多
因

子
あ
る
た
め
、
リ
ス
ク
因
子

に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
と
な

る
」
と
説
明
し
た
。
ま
た
、

兵
庫
県
歯
科
医
師
会
が
作
成

し
た
「
歯
の
生
え
方
に
あ
わ

せ
た
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
」
を
示
し
、
子
ど
も
が

食
事
す
る
と
き
に
は
足
の
つ

く
椅
子
を
必
ず
使
用
す
る
こ

と
で
姿
勢
が
正
し
く
な
る
よ

う
指
導
し
、

合
育
成
ス
テ

ー
ジ
ご
と
に
対
応
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
強
調
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
下
顎
位
を
観

な
が
ら
子
ど
も
の

み
合
わ

せ
を
見
て
い
く
重
要
性
を
感

じ
た
講
習
会
で
あ
っ
た
。

（
住
之
江
区
・
吉
田
裕
志
）

か
ら
高
齢
者
医
療
費
の
負
担

割
合
が
上
が
っ
た
。
予
想
通

り
受
診
抑
制
が
ハ
ッ
キ
リ
し

て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

安
、

イ
ン
フ

レ
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
を
報
道

し
て
い
る
。
そ

ん
な
中
、
10
月

実
に
飲
み
込
ま

れ
て
い
く
。
安

心
し
て
生
き
て

い
け
る
老
後
の

生
活
を
維
持
す

入
居
者
は
良
い
が
、
年
間
に

し
た
ら
36
万
円
の
値
上
げ
に

な
る
。

　

こ
れ
が
医
療
機
関
に
対
す

る
負
担
増
で
あ
れ
ば
、
保
団

連
や
保
険
医
協
会
が
問
題
視

し
て
運
動
に
つ
な
げ
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
が
介
護
施
設
の

生
活
や
負
担
に
つ
い
て
の
不

満
を
誰
が
代
弁
し
、
社
会
に

る
た
め
に
は
、
み
ん
な
の
力

を
集
結
し
て
運
動
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
。

◆

　

政
府
内
で
介
護
保
険
制
度

の
改
悪
へ
向
け
た
検
討
が
進

み
つ
つ
あ
る
。
負
担
増
ス
ト

ッ
プ
へ
の
思
い
を
会
員
に
寄

稿
し
て
も
ら
う
。

　寝屋川市は小規模企業者向けに物価高騰

対策緊急支援金の申請を開始した。詳細は

次の通り。

【対象】 常時使用労働者数５人以下の個人

または、常時使用労働者数20人以

下の法人の歯科診療所

【要件】 物価高騰の影響を受け、売上が20

％減少しているなどの要件を満た

す事業所

【給付額】１事業者あたり10万円

【申請期限】2023年２月17日

【申請方法】 郵送、窓口（要予約）、電子

申請

【相談窓口】 寝屋川市小規模企業者物価高

騰対策緊急支援金担当

　　　　　　（℡072-839－8031）

※ 詳細は寝屋川市HP

（QRコード）参照

保険診療保険診療

知知っとくっとく！！
なっなっ得得！！

診療上の支障を　　
医療機関に事前確認

成
長
に
応
じ
咬
合
治
療
を

黒塗りされる場合のレセプト欄

保険者によるレセプト開示

「傷病名」欄、「摘要」欄、「医学管理」欄、全体の「その
他」欄、「処置・手術」欄中の「その他」欄
＊ただし、点数の小計欄は開示される

ストップストップ

介護保険
負担増

　

そ
れ
ぞ
れ
の
疾
患
の
特
徴

や
症
状
の
現
れ
方
に
つ
い
て

解
説
し
た
清
水
氏
は
、
患
者

の
事
例
を
示
し
な
が
ら
自
院

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

特
に
「
障
害
を
軽
減
す
る
最

大
の
手
段
は
、
か
か
わ
る
人

の
障
害
受
容
」
と
話
し
、
医

療
機
関
・
保
護
者
・
職
場
な

ど
と
の
連
携
の
必
要
性
を
強

調
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
▽
双
極

性
障
害
を
疑
う
患
者
が
来
院

し
た
場
合
の
医
科
と
の
連
携

▽
パ
ニ
ッ
ク
障
害
の
患
者
の

歯
科
治
療
で
注
意
す
べ
き
点

▽
認
知
症
を
疑
う
患
者
を
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連

絡
す
る
場
合
の
対
応
―
―
な

ど
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ

れ
、
一
人
ひ
と
り
の
疑
問
に

応
え
た
。


